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論 文 内 容 の 要 旨
D-アミノ酸酸化酵素の反応中間体の性状については, 各研究者問で異なった研究結果がえられ, 混乱
をまねいていた｡ 著者は中間体の性状を実験的に明確とし中間体が電荷移動複合体ならびにその解離生成
物であるという推論を下 した｡ また本酵素の完全還元型を最初に結晶状に単離し, 中間体と関連づけた｡
これらの結果は本酵素の反応機構解明に重要な知見をもたらしたものである｡
(1) D-アミノ酸酸化酵素の反応における2種の中間体の存在について
久保, 中村, Masseyらは本酵素に反応生成物を共存させ基質で還元す るか, 逆に基質で還元 したの
ち, 反応生成物を添加すると 550m/上付近に幅広いスペクトルをもつ物質を生ずることを見出した｡ 八木
は酵素に過剰の生成物と基質を嫌気的に加え,冷暗所に静置し,492mp に吸収極大のある物質を結晶状に



























550型は 430mβに谷をもつ負のコットン効果を示す｡ 酵素安息香酸複合体は 380mβに正のコットン
効果を示すから550型では基質が結合 し電子が移動したことを示すと考えられる｡ 静置した492型も同じ
負のコットン効果を示すが 430mpの谷は静置日数により減少 し,492mβの吸光度, スピン量は上昇す
る｡ ヂチオナイトによるセミキノン型, 還元型には異常分散は認められない｡ これらは基質が結合してい
ないか, していても不斉性を示さないような状態であることを示 しているQ
(4) 結 論
中間体に関する吸収スペクトル,ESR , 旋光分散などの測定か ら, 電子供与体 (D)から電子受容体
(A)に電荷移動を生じて550型となり (A~D十), これが静置によりまたは光により解離を起こし (A一十
D十) となってセミキノン型酵素が貯積し492型を生じたと考えられる. 還元型は A~D+から反応が進み
還元型酵素と生成物に分離 したのち, 新たな基質が結合 したものであろう｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
酸化還元酵素の作用に於ける基質と補酵素との反応の微細な機作は未だ明らかにされていない｡ 本論文






ペクトル, 電子スピン共鳴, 旋光分散を測定して, 補酵素 とそれに結合 した基質の電子状態を論じてい
る｡
他の研究者によって従来得られていた反応中間体に関する知見は, あるものは電子スピン共鳴シグナル
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を示さず, またあるものはこれを有するセミキノン型であるなど, 互いに矛盾 したものであった｡
本論文の著者は反応中間体と思われるものには少くとも2 種類あり, 最初に生ずる550 型が放置により
ゆっくりと492 型に変ることをはじめて明らかにし, 従来の矛盾を解決した｡ すなわち, 550 型は電子ス
ピン共鳴シグナルを示さず, いわゆる電荷移動型複合体であり, 492 型は電子 ス ピン共 鳴 シグナルを有
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